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急
速
な
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
県
内
で
介
護
を

め
ぐ
る
と
思
わ
れ
る
不
幸

な
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

県
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
７
８

２
６
人
で
、
う
ち
重
度
の

方
は
１
０
２
４
人
で
す
。

３
月
11
日
、
県
議
会
厚

生
環
境
常
任
委
員
会
で
、

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
介
護

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。今

年
度
の
県
予
算
で
は
、

特
養
な
ど
の
老
人
福
祉
施

設
は
、
22
施
設
が
建
設
予

定
で
す
。
建
設
に
伴
う
定

員
増
は
、
４
８
１
人
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
足
り
ま
せ
ん
。

渡
辺
県
議
は
「
今
後
高

齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

く
。
在
宅
で
重
度
の
方
が

１
０
０
０
人
以
上
も
お
り
、

施
設
整
備
と
在
宅
福
祉
と

両
面
で
充
実
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

福
祉
で
も

雇
用
の
位
置
づ
け
を

ま
た
、
渡
辺
県
議
は
、

新
年
度
予
算
の
福
祉
分
野

の
雇
用
創
出
効
果
を
質
問
。

梅
津
宏
明･

長
寿
社
会

課
長
は
「
22
施
設
で
、
介

護
職
員
な
ど
の
採
用
は
３

２
３
人
と
試
算
さ
れ
て
い

る
」
と
答
弁
。

石
川
由
美･

子
育
て
支

援
課
長
は
「
山
形
市
内
で

新
設
５
園
、
増
改
築
１
園
。

定
員
は
４
５
０
人
増
え
、

保
育
士
の
採
用
は
78
人
と

な
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
「
県
は
成

長
戦
略
と
し
て
雇
用
創
出

を
掲
げ
て
い
る
。
福
祉
分

野
の
雇
用
は
、
一
部
聞
い

た
だ
け
で
４
０
０
人
に
な

る
。
処
遇
改
善
の
課
題
は

あ
る
が
、
他
分
野
に
比
べ

大
き
い
。
ぜ
ひ
位
置
づ
け

て
ほ
し
い
」
と
発
言
し
ま

し
た
。

県
議
会
2
月
定
例
会
が
３
月
19
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
医

療
・
福
祉
・
教
育
分
野
の
制
度
拡
充
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
継
続
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

当
初
予
算
（
別
記
）
に
賛
成
し
ま
し
た
。

一
方
、
最
上
小
国
川
ダ
ム
問
題
は
、
ダ
ム

に
頼
ら
な
い
河
川
改
修
を
す
べ
き
と
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
所
属
の
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で

は
「
福
祉
医
療
分
野
で
の
雇
用
創
出
」
「
看

護
師
確
保
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

本会議で討論する渡辺県議（３月１５日）

2013年度当初予算（抜粋）

☆ 私立学校一般補助金（拡充) 学校の補助率を50％に引上げ

☆ 私立高等学校授業料軽減事業費補助金（拡充）

市町村民税所得割非課税世帯の補助単価を引上げ

☆ 子育て支援医療給付事業費（拡充)

入院に係る助成の対象を中学３年生まで引上げ

☆ 県立保健医療大学における看護学生定員増準備（新規）

☆ 放課後児童クラブ推進事業費（拡充)

障がい児受入れ支援事業（新規）

有資格指導員処遇改善特別支援事業（新規）

☆ 特別支援学級への少人数学級編制の導入(新規)

☆ 住宅リフォーム助成事業（継続)

★ 最上小国川ダム建設事業（継続)

県
議
会
２
月
定
例
会
に
県
農
協

中
央
会(

長
澤
会
長
）
ら
か
ら

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
」
請
願
が
提
出

さ
れ
、
農
林
水
産
常
任
委
員
会
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
３
月
15
日
の
本
会
議
で

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
国
へ
意

見
書
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

山
形
県
議
会
か
ら
国
へ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

反
対
の
意
見
書
提
出
は
、
こ
れ
で

３
回
目
と
な
り
ま
す
。

同
趣
旨
の
請
願
が
継
続
審
査
に

ま
た
、
今
定
例
会
に
県
商
工
団

体
連
合
会
（
遠
藤
会
長
）
か
ら

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

の
事
前
協
議
な
ど
の
取
組
み
中

止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
」
の

請
願
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
総
務
常
任
委
員
会
で

審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
継
続
審

査
と
な
り
、
委
員
会
で
対
応
が

分
か
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
３
月
15
日
、
本

会
議
の
討
論
に
立
ち
「
請
願
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
取
組
み
中
止
を
切
に
求

め
て
お
り
、
時
期
的
に
継
続
審

査
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
継
続s

審
査
に
反
対
討
論
を
行
い
ま
し

た
。採

決
で
は
継
続
審
査
に
反
対

が
10
、
賛
成
が
33
と
な
り
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

「ＴＰＰ断固反対」山形県民緊急集会が開かれる（３月１６日
山形テルサ）

「健康で希望をもって暮らせる」よう県に求め
る山形県福祉保育労組（山形、２月）



病院経営
上の看護
師不足数

看護部長が理想と
する看護体制を運
営するための看護
師不足数

病院経営
上の看護
師不足数

看護部長が理想と
する看護体制を運
営するための看護
師不足数

現状体制確保の
ための不足数

200 336 129 418

看護体制の更な
る充実・強化のた
めの不足数

234 536 265 537

合計 434 872 394 955

68 病院中 68 病院が回答（回答率：100%）
※平成23年度実態調査《回答率91.2％》

2011年（参考） 2012年

山形県平成24 年度看護師等確保に係る実態調査結果から

学
は
約
半
数
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

３
月
12
日
の
県
議
会
厚
生
環

境
常
任
委
員
会
で
、
渡
辺
ゆ
り

子
県
議
は
「
県
立
の
卒
業
生
な

の
で
県
内
定
着
の
努
力
を
」
と

主
張
。
ま
た
、
現
在
休
止
※
し

て
い
る
県
看
護
職
員
な
ど
の
奨

学
金
制
度
に
つ
い
て
県
の
考
え

を
問
い
ま
し
た
。

船
田
孝
夫･

地
域
医
療
対
策
課

長
は
「
半
数
の
病
院
が
独
自
の

制
度
を
も
っ
て
い
る
。
県
内
定

県
内
の
看
護
師
不
足
は
深
刻

で
す
。
昨
年
、
県
が
病
院
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
看
護
部

長
が
考
え
る
不
足
数
は
９
５
５

人(

下
表
参
照
）
。
こ
の
ま
ま
で

は
職
場
環
境
の
悪
化
や
離
職
者

増
も
懸
念
さ
れ
、
悪
循
環
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

看
護
師
確
保
策
で
前
進

県
は
、
看
護
師
不
足
の
強
い

声
を
受
け
、
新
規
に
看
護
師
養

成
の
た
め
の
「
初
の
講
習
会
開

催
」
や
「
県
立
保
健
医
療
大
学

の
看
護
学
生
定
員
増
に
向
け
た

準
備
費
」
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

渡辺ゆり子県議（本会議）

着
は
病
院
説
明
会
を
優
先
し
、

奨
学
金
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

看
護
学
生
定
員
増
と
県
内
定

着
を
あ
わ
せ
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

※
県
看
護
職
員
修
学
資
金
貸
与
事
業

は
、
前
県
政
の
も
と
２
０
０
６
年
か

ら
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
理
由
は

「
県
外
就
業
な
ど
に
よ
る
返
還
者
が

多
く
効
果
が
低
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
度
の
貸
与
者
の
県
内
就

職
率
は
70
％
弱
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

看
護
師
定
着
へ

奨
学
金
制
度
提
起

看
護
学
生
の
定
員
増
と
と
も

に
県
内
定
着
も
課
題
で
す
。

県
内
看
護
学
校
を
卒
業
し
た

学
生
の
県
内
就
職
率
は
６
割
程

度
で
す
が
、
県
立
保
健
医
療
大

山
形
県
は
、
２
月
26
、

28
日
、
「
豪
雪
に
よ
り
多

数
の
家
屋
に
被
害
が
生
ず

る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
し

て
尾
花
沢
市
、
大
石
田
町

に
災
害
救
助
法
を
適
用
し

ま
し
た
。

除
雪
が
行
え
な
い
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯

を
対
象
に
住
宅
の
雪
下
ろ

し
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。県

内
で
の
豪
雪
に
よ
る

適
用
は
、
今
回
が
初
め
て

で
す
。

昨
年
２
月
定
例
会
で
質
問

昨
年
２
月
、
県
内
各
地
点
で

平
均
積
雪
が
２
倍
に
達
し
、
県

民
か
ら
豪
雪
対
策
を
求
め
る
切

実
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
調
査
を
実
施
、

同
年
２
月
定
例
会
で
「
新
潟
県

で
は
救
助
法
適
用
で
、
除
雪
作

業
が
出
来
な
い
世
帯
に
除
雪
を

実
施
し
、
費
用
は
国
と
県
が
折

半
し
て
い
る
。
県
で
も
救
助
法

適
用
の
基
準
作
り
を
」
と
求
め
、

県
は
「
豪
雪
時
の
法
適
用
に
向

け
た
環
境
を
整
え
た
い
」
と
前

向
き
な
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。

新
年
度
、
県
は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
お
け
る
障
が
い
児
受

け
入
れ
加
算
、
指
導
員
の
資
格

取
得
に
対
す
る
支
援
や
、
全
国

初
の
月
額
１
万
５
０
０
０
円
ア
ッ

プ
の
処
遇
改
善
支
援
な
ど
各
種

支
援
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
、
同
委
員
会
で

県
の
姿
勢
を
評
価
し
な
が
ら
も
、

処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
様
々
な

勤
務
形
態
と
な
っ
て
い
る
学
童

ク
ラ
ブ
の
実
情
を
指
摘
し
、

「
活
用
さ
れ
や
す
く
す
る
よ
う
」

求
め
ま
し
た
。

石
川
由
美･

子
育
て
支
援
課
長

は
「
各
ク
ラ
ブ
に
処
遇
改
善
計

画
書
の
提
出
を
求
め
配
分
し
て

も
ら
う
。
で
き
る
だ
け
活
用
し

や
す
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
、
生
活
保
護
基

準
を
引
き
下
げ
３
年
か
け
て
６

７
０
億
円
削
減
す
る
と
し
て
、

13
年
度
に
１
５
０
億
円
も
削
る

過
去
最
大
の
削
減
計
画
で
す
。

同
委
員
会
で
渡
辺
県
議
は

「
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

影
響
は
」
と
質
問
。

渡
邉
勝
美
健
康
福
祉
企
画
課

援
護
・
指
導
主
幹
は
「
子
ど
も

が
多
い
世
帯
に
引
き
下
げ
の
影

響
が
大
き
い
内
容
」
と
述
べ
ま

し
た
。

こ
れ
で
は
親
の
貧
困
が
子
ど

も
に
引
き
継
が
れ
る｢

貧
困
の

連
鎖｣

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

最
低
賃
金･

保
育
料
減
免

就
学
援
助
に
も
影
響

さ
ら
に
「
生
活
保
護
基
準
」

を
準
用
し
て
い
る
就
学
援
助
、

保
育
料
減
免
な
ど
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
国
は
自
治
体

に
影
響
を
少
な
く
す
る
よ
う
要

請
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
県
議
は
「
そ
も
そ
も
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ
は
、
最

低
賃
金
な
ど
県
民
生
活
に
広
く

影
響
す
る
。
首
相
は
物
価
を
上

げ
る
と
い
っ
て
い
る
。
む
し
ろ

生
活
保
護
基
準
は
上
げ
る
べ
き
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

社会保障の充実を求める山形県社会保障推進協議会(３月４日、県庁）

災
害
に
備
え
日
常
か
ら

要
援
護
者
の
把
握
が
課
題

渡
辺
県
議
は
同
委
員
会
で
、

法
適
用
に
あ
た
っ
て
の
課
題
に

つ
い
て
質
問
。
須
藤
勇
司･

危

機
管
理
課
長
は
「
シ
ー
ズ
ン
前

に
対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
の

準
備
が
と
と
の
わ
な
か
っ
た
」

な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
１
日
、
青
森
県
で
は
雪

で
住
宅
が
倒
壊
し
、
高
齢
女
性

が
下
敷
き
に
な
る
事
件
が
お
き

ま
し
た
。
急
速
な
高
齢
化
に
伴

い
日
常
か
ら
の
要
援
護
者
の
把

握
が
課
題
で
す
。

新
年
度
の
県
予
算
は
、
国

に
よ
り
約
74
億
円
も
の
地
方

交
付
税
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
も
国
家
公
務
員
と
同

様
に
給
与
削
減
を
と
の
理
由

で
す
。
県
は
今
回
の
削
減
で
、

将
来
に
備
え
た
基
金
の
取
り

崩
し(

１
１
５
億
円
余
）
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
方
は
こ
れ
ま

で
国
を
上
回
る
行
政
改
革
を

10
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。

地
方
の
給
与
削
減
を
理
由
と

し
た
交
付
税
削
減
は
国
に
よ

る
地
方
自
治
の
侵
害
で
す
。

全
国
知
事
会
も
問
題
点
を

指
摘
し
、
吉
村
知
事
も
「
国

の
財
政
措
置
の
穴
埋
め
を
県

民
に
転
化
す
る
こ
と
は
何
と

し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
表
明
。
そ
の
通

り
で
す
。
国
は
道
理
の
な
い

地
方
交
付
税
削
減
を
や
め
る

べ
き
で
す
。

今
後
、
国
の
悪
性
の
防
波

堤
と
な
り
、
県
民
要
望
に
前

進
す
る
こ
と
が
県
政
の
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

豪雪に見舞われ埋もれる家屋（大石田町)


